
　新年明けましておめでとうございます。
　皆さまにおかれましては健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。本年も何卒よ
ろしくお願い申し上げます。
　令和６年元旦の茨城新聞に稲敷市の２０５０年人口予測が、１９，１７０人というショッキング
な記事が掲載されました。かつて経験のない規模とスピードで本格的な人口減少時代に入り、自
治体は未知の社会を生きる工夫や新たな価値観が求められます。私ども市議会も今後、厳しい現
実と向き合わなければならないことを肝に銘じ、取り組んでまいる所存でございます。

ご挨拶

●市議会ではこんな事が協議されました●市議会ではこんな事が協議されました

●活動報告第1号●活動報告第1号 2023年4月発行  令和5年第1回定例会一般質問（抜粋）2023年4月発行  令和5年第1回定例会一般質問（抜粋）
◆市民の生命・財産を守る災害に強いまちづくりについて
　平成25年の台風26号による高橋川周辺地区での甚大な被害に対し、市ではこれまで美浦村との「高橋川対策協議
会」を設置し、水害対策の協議を再開していますが、抜本的な対策には、まだまだ時間を要する状況となっています。
　稲敷市では、既に高橋川越水による水害被害に対しての対策工事等の調査を実施済であり、この調査結果を活用
し、避難の時間を確保することで、“床上浸水まで進行させないこと”など、早急に対応できる『減災対策（例えば
水田に貯水機能をもたせるなど）』について、一般質問で伺うと、市長より、減災対策について協議し、浸水対策を
進めるとの答弁を頂きました。

●令和5年6月 台風２号とその前線の影響による被害状況と対策（一般質問後）について●令和5年6月 台風２号とその前線の影響による被害状況と対策（一般質問後）について

◆令和５年３月【第１回定例会】
　令和５年度一般会計予算218億300万円
　・第３次総合計画策定
　・商業施設への図書室移転
　・自立型LEDビジョン設置による情報発信強化
◆令和５年６月【第２回定例会】
　・物価高騰支援対策事業
　  （一人3,000円商品券配布事業）

　・カスミ移動販売車購入事業（１台増設）
◆令和５年９月【第３回定例会】
　・令和４年度一般会計（他11会計）決算認定
◆令和５年12月【第４回定例会】
　・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
　　世帯全員の住民税均等割が非課税の世帯へ１世帯当
　　たり７万円給付
　　生活者支援のため市民一人当たり３千円商品券配布

　大型の台風２号と前線の影響で、全国各地で線状降水帯が発生するなど大雨が続き被害が相次ぎました。稲
敷・鳩崎本郷地区でも高橋川上流から越水し、道路の冠水や付近住宅の床上浸水など被害が発生しました。
　私が現場に駆け付けた午前６時ころが最も酷い状況で１時間前は異常がなかったそうです。
　行政側に連絡をとると、排水ポンプの増設と国交省へ排水車
の配備要請をするとのことで、素早い対応により床上浸水被害
は免れました。
　やはり、国・県・美浦村も含めた抜本的な対策の検討が必要
と痛感しています。
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豊かな行政経験を活かした着実なまちづくり。
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●第３回定例会●第３回定例会
●質問事項…①　文化財の保存・活用について
　市内には、歴史文化を支える多種多様な文化財が多数存在しています。しかし、人口減少や少子高齢化などを背景
として「文化財継承の担い手」が不足しており、各地域の文化財は滅失・散逸等の危機に瀕しています。
　そこで、地域住民の努力だけでは文化財の維持・継承は困難であり、いま行政等の支援に加えて地域社会全体で各
地域の歴史文化を支える仕組みづくりが求められていることから、文化財の継承を担う人材の育成と体制強化につい
て伺いしました。
■教育長答弁
　行政内の体制を整え、地域の伝統的な祭りや建造物などの歴史的文化遺産を広く把握し、地域と共に保護、活用し
ていくシステムを構築していきたいと思います。また、資金調達の一例としては、地域の伝統や文化に触れてもらう
体験型のふるさと納税があり、より文化財の保護に特化した形で募集ができるものと考えていますとの答弁を頂きま
した。
●質問事項…②　行政のデジタル化による市民サービス向上について
　行政のデジタル化は、市民サービスの向上や、業務の効率化、職員の創造性の向上といった観点で、組織や業務、シ
ステムの改革を統合して進めていくものであります。
　そこで、今後、電話やインターネットで受け付けた仮予約の施設使用料を利用当日に窓口にて支払可とする施設運
営の検討を進め、ICTを活用して、直接出向くことなく、市内公共施設に電話やインターネットで、予約を完了させ
る仕組みの導入を検討する考えについて伺いしました。
■担当部長答弁
　施設予約システムの導入は、利用者の利便性の向上、また施設を管理するうえでも効率的な管理業務を行うことが
できると考えています。電話予約及びインターネット予約には、それぞれにメリット・デメリットがあると思われる
ため、両方の予約方法をうまく併用していけるよう関係部署と連携を取り、今後の課題として検討していきたいとの
答弁を頂きました。

●第４回定例会●第４回定例会
●質問事項　地域内循環の視点による産業振興策について
　現在、市内の中小企業を取り巻く経営環境は、これまで以上に厳しくなっています。そのため、地域の中小企業が元
気に経済活動を持続し、市内経済が自律的に活性化していくことが必要です。条例を作ることで、自治体や地域の意識
が変わり、中小企業振興に新しい局面が展開していくことが期待されます。
　そこで、人口減少・少子高齢化による大きな社会構造の転換期に、自治体間競争に勝ち残るため、そして、市民ひ
とりひとりに利益が分配されるような、新たな目標を設定した、条例制定も有効な手段と考え伺いました。
■答弁
　地域の各種経済団体や商工業者及び地域住民も含めた「活性化委員会」を組織し、条例の制定も含めた産業振興策
について議論してまいりたいとの答弁を頂きました。

●常任委員会での活動状況●常任委員会での活動状況 （市議会では初の試みとなる「政策提言書」の制度化）（市議会では初の試みとなる「政策提言書」の制度化）
　「政策提言」とは、市政における課題の解決を図るため、必要と思われる政策を提言書としてまとめ、市長等に対
してこの提言書の提出をもって提案するものです。
　議員間討論を重ね議員提案による政策的条例の制定や市長への政策提言等、市民福祉向上に寄与する政策に結び付
ける制度が今回取り組んでいる特定所管事務調査です。私が所属する総務教育常任委員会の研究テーマは、「厳しい
財政状況を見据え人口減少時代にふさわしい子育てしやすい教育環境整備の在り方について」であり、鋭意調査・研
究を進めております。

★プロフィール
昭和36年(1961年)1月8日生まれ
昭和54年土浦日本大学高等学校卒業
昭和58年日本大学卒業
昭和58年稲敷市役所入庁（旧江戸崎町役場）
秘書広聴課長、市長公室室長などの職責を経て、
58歳のとき副市長を拝命(平成30年)
令和4年11月無所属にて初当選
総務教育常任委員会所属

　令和６年１月１日、石川県能登地方を最大震度７の地震が襲い、その後
も断続的な地震が今日でも頻発に発生しております。石川県内では犠牲
者が200名を超え、いまだ１万7,000人を超える方々が不安な避難生活を
送っています。
　近年の異常気象や地震等の自然災害が頻発しており、改めて防災に対
する意識の大切さを痛感しているとともに、地域住民の方の不安に寄り添
うことが政治の役割と感じ、より地域に根差した活動をしてまいりたいと
思っておりので、今後ともよろしくお願い申し上げます。
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